
改革と挑戦
これまで経験したことのない人口減、少子高齢化はさらに加速すること

が予想されます。新たな財源確保、事業の選択、住民ニーズを把握した

スピード感ある政策の実行は必要不可欠。いまが改革と挑戦のときです。

将来に夢と希望が持てる「まちづくり」を目指す

　

町
長
就
任
以
来
「
将
来
に
夢
と
希
望
が

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
町
の

将
来
を
担
う
若
者
が
住
み
続
け
る
た
め
、

新
た
な
産
業
の
創
出
や
展
開
、
住
宅
対
策

を
中
心
に
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
人
生

の
最
期
ま
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
医
療
や
福
祉
の
充
実
と
い
っ
た
生
活

環
境
の
改
善
、
多
様
化
す
る
社
会
で
性
別

や
世
代
に
関
係
な
く
参
画
で
き
る
社
会
の

実
現
、
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
み
誇
れ
る
郷
土

づ
く
り
な
ど
、
夢
と
希
望
が
持
て
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
予
算
編
成
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
収
集
し
、
財
源
を
確
保
し
な
が

ら
経
常
経
費
の
削
減
や
事
業
の
取
捨
選

択
、
重
点
事
項
と
し
て
産
業
振
興
、
保
健

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
政
策

誰
も
が
住
み
た
い
町
を
目
指
す

３月３日に始まった令和２年第１回
錦江町議会定例会。初日は「政策や
事業を判断し、新たなニーズにも迅
速に対応できる体制づくりと町民
サービスのさらなる向上を図る」と
施政方針を述べた木場一昭町長。令
和２年度当初予算などが審議され、
当初予算総額は 92 憶 7,819 万円
で議決。新年度がスタートしました。

2020.3.3-19 錦江町議会議場

木
場 

一
昭
　
町
長

令和２年 第１回錦江町議会定例会

福
祉
の
充
実
、
特
色
あ
る
教
育
や
施
設
の

充
実
、
環
境
対
策
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
よ
う
指
示
。

　

財
源
の
確
保
と
本
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
向
け
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
お
い
て

も
、
さ
ら
な
る
納
税
寄
附
金
額
の
増
額
に

向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら

に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
活
用
す
る
な

ど
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
な
か
、
本

当
に
求
め
ら
れ
て
い
る
政
策
や
事
業
を
判

断
し
、
多
様
化
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
絶
え
ず
事
業

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
職
員
の
働
き

方
改
革
、
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
改
革
と
挑
戦
を
進
め
ま
す
。

施
政
方
針

政
策
実
現
に
向
け
、
町
長
が
方
針
を
示
す

子
ど
も
た
ち
が
夢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

「
想
い
」
に
共
感
し
、

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

多
様
性
を
活
か
し
た

農
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
用
し
た

産
業
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
託
す
子
ど
も
を

育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り

「
支
え
合
い
」
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
安
全
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

快
適
な
生
活
環
境
の

ま
ち
づ
く
り

情
報
共
有
に
よ
る
住
民
参
加
・

対
話
の
ま
ち
づ
く
り

▼
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の

導
入
に
よ
る
新
た
な
人
材
育
成

▼
公
営
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
寺
子
屋
塾
で
教

育
の
地
域
格
差
を
解
決
す
る
環
境
整
備

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
小

学
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
導
入

▼
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
魅
力
発

信
と
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保

▼
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進

▼
空
き
家
を
活
用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決

▼
地
域
医
療
の
充
実
と
整
備
に
向
け
た

「
医
療
・
介
護
基
本
構
想
」
の
策
定

▼
２
０
２
０
年
か
ご
し
ま
国
体
の
成
功

に
向
け
て
町
民
一
体
で
進
め
る

▼
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め

の
包
括
的
ケ
ア
体
制
を
強
化

▼
地
域
特
産
の
魅
力
を
生
か
し
た
特
産

品
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み

▼
新
規
就
農
者
や
後
継
者
の
生
産
性
向

上
に
向
け
た
設
備
導
入
の
支
援

▼
農
産
物
の
新
た
な
販
路
拡
大
や
新
規

加
工
品
へ
の
取
り
組
み
強
化

▼
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
地
域

資
源
活
用
と
防
災
拠
点
の
機
能
確
保

▼
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
強
化
と
植
林
の
推
進

▼
狩
猟
者
登
録
経
費
の
補
助
に
よ
る
農

作
物
被
害
対
策
と
食
肉
利
活
用
の
検
討

▼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開

設
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

▼
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
指

導
法
と
環
境
整
備
の
充
実

▼
学
校
給
食
に
地
場
産
品
を
積
極
的
に

活
用
し
た
地
産
地
消
と
食
育
の
推
進

▼
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
世
代

交
流
に
よ
る
支
え
合
い
環
境
の
充
実

▼
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ

き
重
症
化
予
防
を
重
点
に
事
業
を
展
開

▼
大
隅
広
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
図
書
利
用
の
推
進

▼
消
防
タ
ン
ク
車
の
更
新
や
地
上
式
消

火
栓
へ
の
改
修
に
よ
る
消
防
環
境
整
備

▼
消
防
団
協
力
隊
や
女
性
消
防
隊
に
よ

る
後
方
支
援
、
広
報
活
動
の
強
化

▼
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
管
理
運
営
に

よ
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
環
境
整
備

▼
道
路
改
良
に
よ
る
環
境
整
備

（
町
道
笹
原
線
・
皆
倉
線
・
中
鳥
井
線
）

▼
空
き
家
の
利
活
用
や
町
営
住
宅
の
整

備
で
移
住
・
定
住
の
促
進

▼
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

に
よ
る
衛
生
環
境
の
保
全

▼
職
員
の
派
遣
や
先
進
地
研
修
を
積
極

的
に
推
進
し
て
人
材
育
成
を
強
化

▼
公
共
施
設
の
適
正
管
理
と
段
階
的
な

更
新
に
向
け
た
総
合
管
理
計
画
を
改
定

▼
「
分
か
り
や
す
い
予
算
書
」
の
発
行

な
ど
情
報
共
有
と
住
民
参
加
の
推
進

畑
中 

清
和
　
教
育
長

「本町の教育行政
の基本目標 " あしたをひらく心

豊かでたくましい人づくり "に向けて教
育行政を力強く進める。教育にＩＣＴの
活用や外国語教育の推進、支援が必要な
子どもたちのニーズに対応した環境整備
の充実を図る」と述べた畑中清和教育長。

まちづくり政策 10本の柱
改革と挑戦 施政方針クローズアップ
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